








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































同志社女子大学生活科学 Vol . 45（2011）
― １２０ ―
ッションで明るく楽しい気分になれればいいかなと思っ
てやっています」と答えてくれました。
 これからのストリートファッション
最後に，今日の話をまとめます。70年代，80年代に
は世界に影響を与えた日本のデザイナーの活躍がありま
して，今までも西洋の既成概念というものを壊したとい
うことで評価されています。1回目の崩壊というのが 80
年代に起こりました。そのことについては，鷲田清一さ
んという哲学者の方が，『最後のモード』にまとめてお
られます。でも，これはまだ西洋服の既成概念を壊した
第一段階だったのです。次に，1990年以降，今までの
ファッション構造，つまりトレンドがファッションであ
るとか，あるいはトレンドの仕組みというのは年に2回
のコレクションから決まっていくということを根本的に
覆す，街の思い思いの格好をしている若い人たちから次
の新しいファッションのアイデアというものが生まれて
くるということで，第二段階の営みが展開されました。
従来のファッション構造崩壊をするということが，ファ
ッションの先進国であったほかの海外よりもいち早く日
本であらわれたというのは注目に値すると思います。
従来コレクションを中心としてそれらをブランドであ
ったり，アパレルメーカーであったり，雑誌が取り上げ
て，一般の消費者に波及するという，上から下に滴下す
る，トリクルダウンの流れであったファッションのやり
とりというものが，1990年以降には，ストリートファ
ッションを契機にそれらが雑誌に取り上げられ，Web
に取り上げられて，そういうものを見たデザイナーの方
が次のコレクションのアイデアソースに生かしたり，そ
ういうものがさらにまたストリートファッションに影響
を与えたりということで，非常に双方向化しているとい
うふうなことですね。
これからの装い，あるいはこの社会のあり方というも
のを決めるイニシアチブをとるのは，本当にここで今お
話を聞いてくださった皆さん方だと思います。私は若い
人たちの観察をずっと続けていきたいですし，いつまで
も日本が豊かで美しいファッションを世界に向けて発信
し続けていくことができればいいなと思っております。
ちょうどチャイムが鳴りましたので，これで終わりに
したいと思います。何かご質問等があればぜひ，よろし
くお願いいたします。どうもありがとうございました。
（拍手）
TOKYO ストリートファッションの考現学
― １２１ ―
